
未
だ
全
世
界
に
２
万
発
以
上

の
核
兵
器
が
存
在
し
、
そ
の
弾

頭
は
24
時
間
仮
想
敵
国
に
向
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
使
用

さ
れ
る
と
人
類
滅
亡
の
危
機
と

誰
も
が
認
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
国
連
で
は
核
不

拡
散
条
約
、
戦
略
兵
器
削
減
条
約
、
包
括
的
核
実
験

禁
止
条
約
な
ど
で
核
軍
縮
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
遅
々

と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
核
保
有
こ
そ
が
安
全
保

障
と
す
る
幻
想
が
核
保
有
国
に
生
き
て
い
る
の
で
す
。

核
兵
器
の
落
し
子
で
あ
る
原
発
は
全
世
界
に
４
３

８
基
、
そ
の
う
ち
50
基
が
日
本
に
あ
り
ま
す
。
日
本

は
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
に
次
い
で
原
発
保
有
数
は

世
界
第
３
位
で
す
。
フ
ク
シ
マ
を
教
訓
に
し
て
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
は
脱
原
発
の
国
策
を
と
り
は
じ

め
ま
し
た
が
、
逆
に
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
な
ど
は

原
発
建
設
を
推
進

し
、
ま
だ
世
界
的

に
は
原
発
依
存
社

会
が
続
い
て
い
ま

す
。先

ず
日
本
か
ら

脱
原
発
と
米
国
の
核
の
傘
か
ら
の
離
脱
（
安
保
条
約

廃
棄
）
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
べ
き
で
す
。

67
年
前
の
原
爆
は
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
を
襲
い
、
人
類
に

放
射
線
の
被
害
と
恐
怖
を
与
え

ま
し
た
。
昨
年
３
月
の
原
発
大

事
故
で
は
福
島
県
を
中
心
に
大

量
の
放
射
線
が
三
た
び
日
本
を
襲
い
、
多
く
の
被
災

者
、
避
難
者
を
生
み
、
「
ノ
ー
モ
ア
ー
・
フ
ク
シ
マ
」

と
誓
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
稼
働
中
の
原
発
は
今
年
の
５
月
５
日
に

全
て
停
止
し
、
日
本
は
脱
原
発
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
ち
ま
し
た
。
し
か
し
野
田
内
閣
は
、
７
月
に
大

飯
原
発
３
、
４
号
機
の
再
稼
働
を
強
行
し
ま
し
た
。

し
か
も
原
発
事
故
は
収
束
し
て
お
ら
ず
、
国
会
や
政

府
の
原
発
事
故
調
査
の
答
申
も
な
く
、
原
子
力
規
制

委
員
会
発
足
の
前
に
再
稼
働
す
る
と
い
う
、
暴
挙
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

核
と
原
発
は
人
類
と
共
存
で

き
ま
せ
ん
。
武
力
で
平
和
は
守

れ
ま
せ
ん
。
憲
法
の
理
念
を
真
っ

向
か
ら
否
定
す
る
問
答
無
用
の

原
発
再
稼
働
、
聞
く
耳
を
持
た

な
い
欠
陥
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

の
沖
縄
配
備
な
ど
、
ま
さ
に
原
子
力
ム
ラ
や
財
界
、

米
国
の
要
望
を
丸
の
み
す
る
野
田
内
閣
で
す
。
戦
後

の
自
民
党
政
権
す
ら
な
し
え
な
か
っ
た
数
々
の
悪
政

を
重
ね
る
野
田
政
権
を
庶
民
の
力
で
打
倒
し
ま
し
ょ

う
。
力
を
合
わ
せ
て
護
憲
・
脱
原
発
の
政
治
に
転
換

し
ま
し
ょ
う
。
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新社会党
こんにちは

で
す

原
爆
が
広
島
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
て
67
周
年
。
私
た
ち
は
こ

の
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
憲
法
９
条
の
不
戦
・

非
武
装
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
し
か
し
今
、
第
三
の
被
ば
く
地

フ
ク
シ
マ
を
生
み
な
が
ら
原
発
が
再
稼
働
し
て
い
ま
す
。
ま
た

自
衛
隊
は
憲
法
９
条
を
空
洞
化
さ
せ
る｢

動
的
防
衛
力｣

の
名
の

も
と
に
、
再
び
戦
争
戦
略
に
舵
を
切
り
始
め
て
い
ま
す
。

核兵器も原発も廃絶！
核
兵
器
も

原
発
も

人
類
の
敵

フ
ク
シ
マ
の

反
省
な
き

原
発
再
稼
働

護
憲
・

脱
原
発
の

政
治
に
転
換

ヒロシマ・ナガサキ6７周年＋フクシマ

2012年８月号
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12

年
度

最
賃
は
、

昨
年
度
よ

り
７
円
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
都
道
府
県
で
本

決
ま
り
す
れ
ば
、
各
地
域
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
求
人
票
に
は
同
じ
低
い
賃
金
額
が
並
び
ま

す
。
「
こ
れ
じ
ゃ
ア
パ
ー
ト
代
も
払
え
な
い
」
、

「
結
婚
も
で
き
な
い
」
、
「
子
ど
も
も
産
め

な
い
」
水
準
で
す
。
政
府
は
「
２
０
２
０
年

ま
で
に
全
国
平
均
１
０
０
０
円
」
を
決
め
て

い
ま
す
が
、
労
働
者
に
と
っ
て
１
０
０
０
円

は
悲
願
、
と
て
も
２
０
２
０
年
ま
で
待
て
ま

せ
ん
。

最
賃
が

生
活
保
護

水
準
を
下

回
る
「
逆
転
現
象
」
は
、
貧
困
・
格
差
が
社

会
問
題
と
な
っ
た
04
年
か
ら
議
論
に
な
り
ま

し
た
。
12
年
度
は
11
都
道
府
県
で
「
逆
転
現

象
」
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
根
本
原
因

は
最
賃
が
低
す
ぎ
る
こ
と
に
あ
る
の
に
、
逆

に
生
活
保
護
費
の
切
り
下
げ
を
求
め
る
議
論

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
格
好
の
話
題
に

さ
れ
た
の
が
、
高
額
の
収
入
の
あ
る
お
笑
い

芸
人
の
母
親
が
生
活
保
護
を
受
け
て
い
た
と

い
う
あ
の
騒
動
で
す
。

生
活
保

護
は
現
在

２
１
０
万

人
を
超
え
、
支
給
総
額
は
３
兆
７
０
０
０
万

円
。
そ
の
背
景
に
不
安
定
な
雇
用
と
貧
困
な

セ
ー
フ
テ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
大
企
業

優
先
の
政
治
の
貧
困
こ
そ
原
因
で
す
。

最
賃
を
議
論
し
て
い
る
厚
労
省
の
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
で
、
使
用
者
側
は
引
き
上
げ

に
反
対
し
、
そ
の
理
由
に
国
際
競
争
力
の
低

下
、
資
本
の
海
外
流
出
、
円
高
・
株
価
下
落

の
原
因
説
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
一
方
、

政
府
は
「
２
０
２
０
年
ま
で
に
１
０
０
０
円

に
す
る
」
方
針
の
前
提
に
「
経
済
成
長
率
を

名
目
３
％
、
実
質
２
％
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

雇
用
の
非
正
規
化
や
、
消
費
税
増
税
、
法
人

税
減
税
を
進
め
る
政
府
。
こ
れ
で
は
労
働
側

が
主
張
す
る
実
質
購
買
力
の
向
上
、
デ
フ
レ

脱
却
は
絵
に
描
い
た
餅
で
す
。
「
生
活
が
第

一
」
へ
の
最
善
の
策
は
、
最
賃
を
は
じ
め
労

働
者
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。

新社会
お問い合わせ先

２
０
１
２
年
度
最
低
賃
金
の
目
安
が
決
ま
り
ま
し
た
。
全
国
平
均
で
７
４
４
円
、
こ
れ
で

は
と
り
わ
け
全
就
業
者
の
４
割
を
占
め
る
非
正
規
労
働
者
や
相
対
的
貧
困
率
の
高
い
子
育
て

世
代
は
、
働
き
続
け
る
最
低
限
の
生
活
を
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
活
保
護
の
水
準
以

下
の
「
逆
転
現
象
」
が
拡
大
し
、
生
活
保
護
を
切
り
下
げ
る
動
き
さ
え
出
て
い
ま
す
。
賃
金

と
社
会
保
障
の
抑
制
・
切
り
下
げ
の
一
体
攻
撃
は
許
せ
ま
せ
ん
。

12年度の最低賃金744円

都道府県
現在の
最低賃金

引き上げ
目安

北海道 705 １０～１５

青 森 647 ４～５

岩 手 645 ４

宮 城 675 ７～１０

秋 田 647 ４

山 形 647 ４

福 島 658 ４

茨 城 692 ４

栃 木 700 ４

群 馬 690 ４

埼玉 759 ６～１２

千 葉 748 ５～６

東 京 837 １０～２０

神奈川 836 ９～１８

新 潟 683 ４

富 山 692 ４

石 川 687 ４

福 井 684 ４

山 梨 690 ４

長 野 694 ４

岐 阜 707 ４

静 岡 728 ４

愛 知 750 ５

三 重 717 ４

滋 賀 709 ４

京 都 751 ４～８

大 阪 786 ８～１５

兵 庫 739 ５～１０

奈 良 693 ４

和歌山 685 ４

鳥 取 646 ４

島 根 646 ４

岡 山 685 ４

広 島 710 ６～１２

山 口 684 ４

徳 島 647 ４

香 川 667 ４

愛 媛 647 ４

高 知 645 ４

福 岡 695 ４

佐 賀 646 ４

長 崎 646 ４

熊 本 647 ４

大 分 647 ４

宮 崎 646 ４

鹿児島 647 ４

沖 縄 645 ４
加重平均 737 ７

これでは
生活
できない

政
府
は
約
束
ど
お
り
１
０
０
０
円
に
！

結
婚
も
で
き
な
い
！

低
い
水
準

逆
転
現
象
の
背
景
に

政
治
の
貧
困

「
生
活
第
一
」
へ

賃
金
ア
ッ
プ

現在の最低賃金と（時給）

引き上げの目安
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